
 

概要概要概要概要    

色々な種類のデータベースを、複雑な SQL を組まなくても、エクセルで修正するよう

な操作感覚でデータ編集できます。 

SELECT 句の実行結果を、エクセルに展開することも可能です。 

入力した SQL は、テキストファイルとして保存することができ、次回起動時にそれら

のファイルを開いて使用することもできます。 

ユーザー環境における障害調査、及び障害復旧ツールとしてもご利用いただけます。 

 

処理手順処理手順処理手順処理手順    

本ソフトウェアを起動すると、「データ ソース接続」画面が表示されます。「データ ソ

ース接続」画面より、接続したいデータ ソースを選択します。 

 

データデータデータデータ    ソース名ソース名ソース名ソース名    

一覧に表示された ODBC 接続データ ソース名から接続するデータ ソースを選択しま

す。 

ログイン名ログイン名ログイン名ログイン名    

選択したデータ ソースに接続するユーザーIDを入力します。 

パスワードパスワードパスワードパスワード    

選択したデータ ソースに接続するためのパスワードを入力します。 

OKOKOKOK    

入力したデータ ソース接続情報でデータ ソースに接続し、メイン画面を表示します。 

キャンセルキャンセルキャンセルキャンセル    

何もせずに「データ ソース接続」画面を表示します。 



「データ ソース接続」画面でデータ ソースに接続したら、下の画面が表示されます。

（以降、メイン画面と呼びます） 

 
画面下部のステータスバーには、現在接続中のデータ ソース名が表示されます。 

 

メイン画面上部のテキスト入力欄に SQL を入力し、メニューバーの「クエリ(Q)」－

「実行(R)」を選択、もしくはツールバーの「実行」ボタンをクリックすると、入力し

た SQLが実行されます。SQLが結果セットを伴う場合、実行結果が画面下部のグリッ

ド欄に表示されます。グリッド欄に表示されたデータは、アクセスのような感覚でデ

ータを編集することができます。 



 
また、SQL Server のデータ ソースに接続した場合、画面上部に現在接続しているデ

ータ ソース内の全テーブル名を列挙したコンボボックスが表示されます。このコンボ

ボックスより参照したいテーブル名を選択すると、自動的にテキスト入力欄に選択し

たテーブルの SELECT文が表示されます。 



 

その他の操作についてその他の操作についてその他の操作についてその他の操作について    

①①①①     テキスト入力欄に入力したテキスト入力欄に入力したテキスト入力欄に入力したテキスト入力欄に入力した SQLSQLSQLSQL の保存についての保存についての保存についての保存について        

メニューバーの「ファイル(F)」－「保存(S)」を選択、もしくはツールバーの「保

存」ボタンをクリックすると、テキスト入力欄に入力した SQLの内容を指定のディ

レクトリにテキスト保存することができます。 

 



 

②②②②     保存した保存した保存した保存した SQLSQLSQLSQL をテキスト入力欄に反映すをテキスト入力欄に反映すをテキスト入力欄に反映すをテキスト入力欄に反映するにはるにはるにはるには        

保存した SQL をテキスト入力欄に反映するには、メニューバーの「ファイル(F)」

－「開く(O)」を選択、もしくはツールバーの「開く」ボタンをクリックすることで

表示される「ファイルを開く」共通ダイアログで、SQLを記述したテキストファイ

ルを開きます。 

 



 

③③③③     クエリクエリクエリクエリ    タイムアウトの設定についてタイムアウトの設定についてタイムアウトの設定についてタイムアウトの設定について    

クエリのタイムアウトを設定するには、メニューバーの「クエリ(Q)」－「クエリ タ

イムアウト(T)」を選択することで表示される「クエリ タイムアウト設定」画面に

て行ないます。 

 

クエリクエリクエリクエリ    タイムアウトタイムアウトタイムアウトタイムアウト    

クエリのタイムアウトを秒単位で設定します。 

OKOKOKOK    

入力したクエリ タイムアウトを反映し、「クエリ タイムアウト」画面を閉じます。 

キャンセルキャンセルキャンセルキャンセル    

何もせずに「クエリ タイムアウト」画面を閉じます。 

 

④④④④ データデータデータデータ    ソース接続先の再設定についてソース接続先の再設定についてソース接続先の再設定についてソース接続先の再設定について        

メニューバーの「ファイル(F)」－「データ ソース接続(C)」を選択、もしくはツー

ルバーの「データ ソース接続」ボタンをクリックすると、画面起動時に表示された

「データ ソース接続」画面が表示されるので、データ ソース接続先を再設定する

ことができます。 



 

⑤⑤⑤⑤ 実行結果をエクセルに出力するには実行結果をエクセルに出力するには実行結果をエクセルに出力するには実行結果をエクセルに出力するには        

メニューバーの「ツール(T)」－「エクセルに貼り付け(E)」を選択、もしくはツー

ルバーの「エクセルに貼り付け」ボタンをクリックすると、テキスト入力欄に入力

した SQLの実行結果をエクセルに出力します。 

 

 

[ [ [ [ 著作者情報著作者情報著作者情報著作者情報    ]]]]    

作者：五十嵐貴之 

URL：http://www.ikachi.org/ 

 

Copyright (c) いかちソフトウェア 2006-2011 All Rights Reserved. 


